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桂

沢

ダ

ム

は

、

す

で

に

明

治

の

末

に

構

想

さ

れ

、

そ

の

後

、

お

よ

そ

5 0
年

の

時

を

経

て

、

日

本

で

初

め

て

の

給

水

・

発

電

・

農

業

用

水

・

洪

水

調

整

な

ど

の

多

目

的

ダ

ム

と

し

て

、

昭

和

3 2
年

に

建

設

さ

れ

た

。 
 

こ

の

ダ

ム

の

東

方

奥

地

の

幾

春

別

岳

を

水

源

と

す

る

幾

春

別

川

は

、

三

笠

市

内

を

貫

流

し

て

幌

向

川

に

合

流

、

石

狩

川

に

注

い

で

い

た

。 
 

今

か

ら

約

２

５

０

年

前

に

、

松

前

藩

か

ら

蝦

夷

地

（

北

海

道

）

の

エ

ゾ

松

な

ど

の

伐

採

許

可

を

得

た

飛

騨

屋

久

兵

衛

が

、
夕

張

か

ら

幾

春

別

の

山

地

に

入

り

、

冬

の

間

に

伐

採

し

て

、

春

先

の

融

雪

時

に

一

気

に

幾

春

別

川

に

落

と

し

、

幌

向

川

、

石

狩

川

を

流

下

さ

せ

て

、

石

狩

河

口

で

い

か

だ

に

組

ん

で

、

大

阪

や

江

戸

に

運

ん

だ

と

い

う

。 
 

当

時

は

ま

だ

川

も

深

く

水

量

も

多

か

っ

た

。 
 

し

か

し

、

そ

の

後

幕

末

に

蝦

夷

地

の

内

部

を

探

検

し

た

松

浦

武

四

郎

は

、「
幌

向

河

口

に

は

流

木

が

詰

ま

っ

て

入

れ

ず

・

・

・

、

そ

の

上

流

に

イ

チ

キ

ル

シ

の

地

が

あ

る

」

と

案

内

の

ア

イ

ヌ

に

聞

き

、

日

誌

や

地

図

に

も

記

し

て

い

る

。 
 

明

治

に

入

っ

て

、

空

知

集

治

監

で

も

建

材

用

の

木

材

を

上

流

か

ら

流

し

、

同

監

前

の

川

岸

か

ら

拾

い

上

げ

た

と

い

う

記

録

も

残

っ

て

い

る

。 
 

岩

見

沢

や

幌

向

な

ど

の

下

流

に

大

洪

水

を

起

こ

す

幾

春

別

川

を

、

直

接

石

狩

川

へ

切

り

替

え

る

工

事

は

昭

和

1 6
年

か

ら

始

め

ら

れ

、

軍

隊

や

囚

人

の

使

役

、

ま

た

、

請

負

や

地

元

民

な

ど

に

延

々

引

き

継

い

で

行

わ

れ

て

、

昭

和

3 6
年

に

よ

う

や

く

新

水

路

に

放

水

さ

れ

た

。 
 

子

ど

も

た

ち

が

、

黒

い

炭

じ

ん

の

幾

春

別

川

や

蛇

行

す

る

川

を

切

り

替

え

た

古

川

で

、

真

っ

黒

に

な

っ

て

泳

い

だ

り

、

モ

ズ

ク

ガ

ニ

や

カ

ラ

ス

貝

を

採

っ

た

り

、

ま

た

、

魚

釣

り

を

し

た

り

・

・

・

。 
 

し

か

し

、

昭

和

4 0
年

代

に

入

っ

て

自

然

環

境

の

汚

染

問

題

が

騒

が

し

く

な

り

、

炭

鉱

も

沈

殿

池

な

ど

の

選

炭

の

設

備

も

整

え

、

ま

た

、

残

っ

た

古

川

も

ほ

と

ん

ど

が

埋

め

立

て

ら

れ

た

。 
 

幾

春

別

川

は

そ

の

改

修

で

洪

水

を

防

ぎ

、

そ

の

長

さ

を

お

よ

そ

1 0
キ

ロ

メ

ー

ト

ル

も

縮

め

た

と

い

う

。 
 

百

年

の

時

を

経

て

、

幾

春

別

川

は

清

流

に

戻

っ

た

が

、

川

に

す

む

生

物

た

ち

に

も

大

分

す

み

難

く

な

っ

て

き

た

よ

う

で

あ

る

。 


